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【緒 言】通常の義歯に対 して種々の不満のある

患者に対してはインプラン ト治療が極めて有効で

ある。 しか しボーンアンカー ドブリッジでは高額

な費用やメインテナンスの煩雑 さなどの欠点があ

る。10Dは その欠点 を回避 し,患 者の満足度 も

得ることが出来る治療 として有効 と考 えられ る。



今回,IODを 実施 した2症 例の詳細 を報告する。

①47歳 の男性

初診:H23/5

主訴:入 れ歯をやめてインプラン トにしたい。

現病歴:以 前かかりつけ歯科で歯周病が原因で

抜歯後,義 歯を装着 したが,外 れやすいことが気

になる。

②68歳 の女性

初診:H25/12

主訴:義 歯の不適

現病歴:以 前より義歯の不適および開口時の脱

離が気になっていた。

【治療経過】

①33と43を 抜歯 後に上下顎両側2・4部 にイン

プラン ト埋入(ブ ローネマル クシステムMarkⅢ

グルービー φ4×11.5mm4本)

5か 月の待期期間後に2次 手術を行い,IOD(ド

ルダーバータイプ)を 装着 した。

②上顎義歯の調整後,上 顎両側2・4部 にインプ

ラン ト埋入(ブ ローネマルクシステムMarkⅢ グ

ルービー φ4×10mm4本)

4か 月の待期期間後に2次 手術 を行い,IOD(ド

ルダーバータイプ )を装着 した。

【考 察】2症 例共 に,SPT開 始後の検査 でイ

ンプラン ト周囲に透過像を認めたため,患 者に状

況 を説明 しSPTを 継 続 して いる。Goodacreら

(2003)は,下 顎IODお よび上顎固定性ブ リッジ

に比べ,上 顎IODの インプラン ト喪失率 は有意

に高いことを報告 した。患者の不良なコンプライ

アンス,喫 煙,イ ンプラン ト埋入後に旧義歯 を使

用 して患部を圧迫 したこと,ド ル ダーバー使用に

よるインプラン ト周囲組織の清掃が困難であるこ

と,が インプラン ト周囲炎の関連因子と考 えられ

た。

【結 語】上顎IODは インプラン ト周囲炎に罹

患す る確率が高いため,下 顎10Dに 比較 して,

患者ごとの リスク評価と管理を徹底する必要があ

る。


